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第１章 第二次鹿児島市環境基本計画について

１ 概要

計画策定の趣旨

本市では、平成 12年 10 月に「鹿児島市環境基本計画」を策定し、市・市民・事業者が一体となって

環境保全に取り組み、一定の成果を上げてきましたが、地球温暖化対策や生物多様性の保全などへの一

層の取組が求められています。また、平成 16年 11月の合併により、市域が拡大し、市を取り巻く状況

も変化しています。

このようなことから、市・市民・事業者・市民活動団体が相互に連携し、それぞれの役割のもとで、

これらの課題を解決し、「低炭素社会」、「循環型社会」、「自然共生社会」の構築を柱とした環境にやさし

い持続可能なまちづくりを推進するとともに、環境と経済を一体的に捉えた環境政策を推進するため、

｢第二次鹿児島市環境基本計画｣を策定しました。

また、平成 29年 4月には、国が新たに設定した中期目標に合わせて、地球温暖化対策アクションプラ

ンの最終年度（令和 3 年度（2021 年度））の温室効果ガス排出量を変更したことなどにより、本計画に

係る数値目標を変更しました。

計画の位置づけ

本計画は、｢鹿児島市環境基本条例｣に基づき策定するもので、環境の保全及び創造に関する目標、施

策の方向その他必要な事項について定めるものです。

計画の期間

計画の期間は、平成 24年度（2012 年度）から令和 3年度（2021 年度）までの 10年間とします。

市・市民・事業者・市民活動団体の基本的役割

■市の役割

良好な環境を保全・創出し、次の世代に引き

継ぐため、施策を体系的・総合的に推進し、各

主体の環境に配慮した行動を促進します。

また、自らが率先して、事務事業に伴う環境

への負荷の低減に努め、広域的な取組が必要な

課題については、国や県、近隣自治体と協力・

連携して対応します。

■市民の役割

かごしま環境未来館等で開催される環境学習

や、地域の環境保全活動などを通じて、環境問題

について考え、理解し、環境にやさしいライフス

タイルの定着を図ります。

できることから行動し、市・事業者・市民活動

団体と協働しながら、積極的に環境に配慮した行

動を実践します。

■市民活動団体（NPO、町内会等）の役割

地域に密着したまち美化、緑化、リサイクル、

環境学習等の活動を通じて、地域環境の向上に

努めます。また、市民が気軽に活動へ参画でき

るようなシステムづくりや、情報の提供、活動

機会をできるだけ増やしていくように努め、

市・市民・事業者と協働して環境保全に取り組

みます。

■事業者の役割

環境にやさしいビジネススタイルの定着を図

るとともに、環境負荷の少ない製品等の普及を推

進します。

また、市が実施する施策への協力や、地域の環

境保全活動等に参加することにより、地域の良好

な環境づくりに貢献します。

市

市民

市民活動団体

事業者
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計画でめざすもの

望ましい環境像

平成 20年 10 月に行った「かごしま環境都市宣言」の理念を踏まえ、本市の環境の現状と課題、市民

ニーズ等を勘案して、「望ましい環境像」を次のとおり定めました。

｢望ましい環境像｣とは、市・市民・事業者・市民活動団体に共通する長期的な目標として将来の本市

のあるべき環境の姿を示すものです。

みんなでつなぐ 人と地球にやさしい環境都市 かごしま

環境都市

かごしま

みんなでつなぐ

●未来へつなぐ

●みんながつながる

●生態系の中のつながり

人にやさしいまち

●良好な環境

●潤いと安らぎ

●豊かで健やか

地球にやさしいまち

●温室効果ガス排出量の削減

●資源の有効活用

●生物多様性の保全

かごしま環境都市宣言

私たちのまち“かごしま”は、桜島、錦江湾、甲突川など、豊かな自然と調和した、世界に

誇れる美しいまちです。

私たちは、この恵まれた自然の中で、先人が育んできた歴史や文化を大事に受け継ぎながら、

暮らしています。

その一方で、今日の便利で快適な生活は、私たちの愛してやまない“かごしま”に、そして、

かけがえのない地球に、深刻な影響を与えています。

いまこそ私たちは、地球と共に生きていることを深く認識し、この大切な地球の環境を、郷

土“かごしま”の環境を、私たち自身で守り、より良いものにしていかなければなりません。

そして、次の世代に引き継いでいかなければなりません。

ここに、すべての市民は、共に力を合わせて、環境にやさしい持続可能なまち“かごしま”

を築いていくことを宣言します。
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２ 基本方針

望ましい環境像を実現するために、次の 6つの基本方針に基づき、総合的・体系的に取組を推進して

いきます。

１１ 地地球球市市民民ととししてて温温暖暖化化対対策策にに取取りり組組むむままちち（（低低炭炭素素社社会会のの構構築築））

地球温暖化問題は、人類の生存基盤に関わる最も重要な環境問題の一つとなっており、私たちは資源

やエネルギーを効率よく利用する努力を行いながら、環境に配慮した社会経済活動や生活様式に転換す

ることが求められています。

地球市民として、地球温暖化対策に積極的に取り組み、温室効果ガスの排出を大幅に削減した社会を

構築します。

【基本目標】

（１）再生可能エネルギーの利用を進めます

（２）省エネルギー技術の利用を進めます

（３）エコスタイルを実践します

２２ 資資源源がが循循環環すするる環環境境ににややささししいいままちち（（循循環環型型社社会会のの構構築築））

これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済活動により、私たちはさまざまな豊かさを手

に入れることができた一方で、大量の廃棄物を発生させており、廃棄物の発生抑制をはじめとする３Ｒ

（発生抑制、再使用、再生利用）の推進が求められています。

一人ひとりがごみの減量化やリサイクルに

取り組み、資源が循環する社会を構築します。

【基本目標】

（１）ごみの減量化・資源化に取り組みます

（２）廃棄物の適正処理を進めます

基本方針１

地 球 市 民 と し て

温 暖 化 対 策 に

取 り 組 む ま ち

（低炭素社会の構築）

基本方針２

資 源 が 循 環 す る

環境にやさしいまち

（循環型社会の構築）

基本方針３

恵み豊かなかごしまの

自 然 を 次 の 世 代 へ

引 き 継 ぐ ま ち

（自然共生社会の構築）

基本方針５

健康で安全な環境を

育 む ま ち

（良好な生活環境の保全）

みんなでつなぐ
人と地球にやさしい環境都市

かごしま
基本方針４

緑 か が や く

住 み や す い ま ち

ゆとりや豊かさを実感

できる都市環境の創出

基本方針６

みんなで環境を考え

協 働 す る ま ち

     環境教育・環境学習の

推 進 と 協 働
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３３ 恵恵みみ豊豊かかななかかごごししままのの自自然然をを次次のの世世代代へへ引引きき継継ぐぐままちち（（自自然然共共生生社社会会のの構構築築））

本市は、桜島や錦江湾をはじめ、八重山や三重岳などの森林、農村地域の里山や田畑など、豊かな自

然につつまれ、城山、多賀山、慈眼寺地区など身近な自然環境にも恵まれています。この恵み豊かな自

然環境を守り、育て、さらに、自然とのふれあいによりその恩恵を受けることは私たちの願いです。ま

た、この豊かな自然環境は、次の世代に引き継いでいかなければならない大切な資源です。

人は自然の中に生かされているという認識を持ち、私たちの日常生活が自然に配慮したものになるこ

とにより、生物多様性が保全され、自然と人が共生できる社会を構築し、次の世代に引き継いでいきま

す。

【基本目標】

（１）鹿児島の多様で豊かな自然を保全します

（２）自然とふれあう場や機会を確保します

（３）生態系に配慮したまちづくりを進めます

（４）環境に配慮した農林水産業を進めます

４４ 緑緑かかががややくく住住みみややすすいいままちち（（ゆゆととりりやや豊豊かかささをを実実感感ででききるる都都市市環環境境のの創創出出））

本市の市街地は、西側の丘陵・山地と東側の錦江湾・桜島の豊かな自然環境に囲まれ、雄大な眺望、

自然景観に恵まれています。また、市街地の緑や水辺の整備が進み、美しい街並みと相まって、快適な

環境を有しています。こうした潤いと安らぎを感じることのできる都市環境は、私たちがより快適な生

活を送る上で重要な要素です。

市街地の緑化や鹿児島らしい景観づくりを進めるとともに、都市機能の集約、交通対策等により、ゆ

とりや豊かさを実感できる都市環境を創出します。

【基本目標】

（１）うるおいとやすらぎのある空間を確保します

（２）鹿児島らしい景観を形成します

（３）みんなでまちをきれいにします

（４）核となる地区において、多様な都市機能を集約します

（５）公共交通を軸とした交通体系を構築します
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５５ 健健康康でで安安全全なな環環境境をを育育むむままちち（（良良好好なな生生活活環環境境のの保保全全））

都市化の進展に伴う人口の集中や産業の集積は環境に大きな負荷を与えており、自動車による大気汚

染や騒音、生活排水による水質汚濁等は、市民の健康や生活に影響を及ぼします。これまでの取組によ

って良好な状態を維持していますが、これからも良好な生活環境を保全していくことは重要な責務です。

さわやかな大気と清流に恵まれた、健康で安全な環境を創出します。

【基本目標】

（１）さわやかな大気環境を保全します

（２）良好な水環境を保全します

（３）化学物質による環境汚染を防止します

（４）騒音のない環境を保全します

６６ みみんんななでで環環境境をを考考ええ協協働働すするるままちち（（環環境境教教育育・・環環境境学学習習のの推推進進とと協協働働））

これまでに示した 5つの基本方針を着実に推進していくためには、人と環境とのかかわりなどについ

ての基本的な知識が修得され、その理解が深められるとともに、市・市民・事業者・市民活動団体が相

互に連携しながら行動することが求められます。

私たち一人ひとりが自主的かつ積極的に環境に配慮した行動に取り組む人材を育成するために、環境

教育や環境学習を推進するとともに、みんなで考え協働するまちをつくります。

【基本目標】

（１）かごしま環境未来館を拠点に環境学習を進めます

（２）学校や地域における環境教育・環境学習を進めます

（３）環境に関する情報をみんなで共有します

（４）みんなで環境について考え、行動します
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３ 施策の体系

基本方針 基本目標環境像

(１)かごしま環境未来館を拠点に環境学習を進

めます

(２)学校や地域における環境教育・環境学習を進

めます

(３)環境に関する情報をみんなで共有します

(４)みんなで環境について考え、行動します

(１)再生可能エネルギーの利用を進めます

(２)省エネルギー技術の利用を進めます

(３)エコスタイルを実践します

(１)ごみの減量化・資源化に取り組みます

(２)廃棄物の適正処理を進めます

(１)鹿児島の多様で豊かな自然を保全します

(２)自然とふれあう場や機会を確保します

(３)生態系に配慮したまちづくりを進めます

(４)環境に配慮した農林水産業を進めます

(１)うるおいとやすらぎのある空間を確保しま

す

(２)鹿児島らしい景観を形成します

(３)みんなでまちをきれいにします

(４)核となる地区において、多様な都市機能を集

約します

(５)公共交通を軸とした交通体系を構築します

(１)さわやかな大気環境を保全します

(２)良好な水環境を保全します

(３)化学物質による環境汚染を防止します

(４)騒音のない環境を保全します

１ 地球市民として温暖化

対策に取り組むまち

（低炭素社会の構築）

２ 資源が循環する環境に

やさしいまち

（循環型社会の構築）

３ 恵み豊かなかごしまの

自然を次の世代へ引き継

ぐまち

（自然共生社会の構築）

４ 緑かがやく住みやすい

まち

（ゆとりや豊かさを実感で

きる都市環境の創出）

５ 健康で安全な環境を育む

まち

（良好な生活環境の保全）

６ みんなで環境を考え協

働するまち

（環境教育・環境学習の推

進と協働）

み
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